
【数学 B】 

〜ClassPad.net の EX-word・授業⽀援機能を活⽤する〜 

利息やローンの計算から等⽐数列について考える、教科横断的な授業 
利息やローンの計算から数列の有効性を理解し、活⽤できるようにする。 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⾦利の説明は、あらかじめ⽤意した
テキストふせんを配布して⾏う。わ
からない⽤語があった際には適宜
EX-word 機能を⽤いて調べさせる。
考えた意⾒はその根拠となる計算と
ともにテキストふせんにまとめさ
せ、課題として提出してもらい、⼀
覧できるようにしておく。 
 ※Ex-word 機能は有償になります。別途ご

購⼊いただくことでこの機能はご利⽤い
ただけます。 

 
 

 

概要の説明 
前回学んだ等差数列は、隣接する各項の
「差」が等しい数列であることを復習
し、今回学ぶ等⽐数列は、隣接する各項
の「⽐」が等しい数列であることを伝え
る。 
 
 
 
 
導⼊① 
今欲しいものは何か、などの導⼊から銀
⾏の⾦利(単利法・複利法)について説明
する。説明後、以下の 3 つのパターン
で、今 10 万円預⾦し、5 年後に引き出す
とき、どの銀⾏にお⾦を預けるのがよい
かを考えさせる。 
・年利 12%の 1 年ごとの単利 
・年利 10%の 1 年ごとの複利 
・年利 5%の半年ごとの複利 
 
 
 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：利息やローンの計算などの⾝近な例から等⽐数列に関⼼を持たせ、学習意欲を引

き出す。そこから⼀般化し、等差数列の公式を理解させる。 
⽣徒向けの⽬標：利息やローンの計算などの⾝近な例から等⽐数列に関⼼を持ち、等⽐数列を⽤い

てお⾦を効率的に貯めるにはどうすればいいかなどを思考することから、等⽐数
列の仕組みを理解する。  

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・⽣徒の集中⼒アップ：EX-word の信頼のある情報で経済の⽤語を安⼼して検索させられる。 
・協働学習促進   ：授業⽀援のグループワーク機能で⽣徒の意⾒を効率的に集約・共有するこ

とができる。 
・探究学習促進   ：EX-word の信頼のある情報で興味のある経済の⽤語を調べて⾃発的に探究

することを促進する。 
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step2 で課題として回収したテキスト
ふせんを⼀覧で⾒せながら、正しい
⼿順で計算が⾏われているテキスト
ふせんをピックアップし、説明を⾏
う。 
 
 
 
 
ローンの説明は、あらかじめ⽤意し
たテキストを配布して⾏う。わから
ない⽤語があった際には適宜 EX-
word 機能を⽤いて調べさせる。考え
た意⾒はその根拠となる計算ととも
にテキストふせんにまとめさせ、課
題として提出してもらい、⼀覧でき
るようにしておく。 
 ※Ex-word 機能は有償になります。別途ご

購⼊いただくことでこの機能はご利⽤い
ただけます。 

 
 
 
 
step4 で作成したテキストふせんをグ
ループ内で共有しながら、代表者の
デジタルノートに作成したテキスト
ふせんに、意⾒とその根拠となる計
算を同時編集機能を⽤いてまとめさ
せる。まとめたものは課題として提
出してもらい、⼀覧できるようにし
ておく。 
 
 
 
 
step5 で課題として回収したテキスト
ふせんを⼀覧で⾒せながら、正しい
⼿順で計算が⾏われているテキスト
ふせんをピックアップし、説明を⾏
う。 
 
 
 
 
問題はあらかじめ Word や Excel に
⽤意してファイルふせんにするか、
ClassPad Math を⽤いた数学ふせん
にしておく。利息やローンの具体的
事象を交えて説明を⾏う際は、step3
や step5 で回収したテキストふせん
も適宜利⽤する。 
 

⼀般化した公式の説明① 
集約した意⾒をもとに、それぞれの場合
においての 5 年後の預⾦額を算出する。
また、複利の計算⽅法を⼀般化し、等⽐
数列の公式である、𝑎! = 𝑎𝑟!"#を⽰す。 
 
 
 
 
導⼊② 
今欲しいもので 1 番⾼いものは何か、な
どの導⼊からローンの返済について説明
する。説明後、100 万円を年利 6%の 1
か⽉ごとの複利で借りて、⽉々返済し、
3 年で完済するとき、1 か⽉の返済額は
いくらになるかを考えさせる。 
※実際のローンの計算は、複利だと⾮常 
 に複雑なので、簡略化するとよい。 
 
 
 
 
 
 
グループワーク及び発表 
step4 の問題について個⼈で考えた後、
グループでディスカッションを⾏う。そ
の後、どのように考えたかをグループ毎
に発表させる。 
 
 
 
 
 
 
 
⼀般化した公式の説明② 
集約した意⾒をもとに、返済額を算出す
る。また、計算⽅法を⼀般化し、等⽐数
列の公式を再度提⽰して、その正しさを
⽰す。 
 
 
 
 
問題解説 
等⽐数列の公式を利⽤して、初項と公⽐
から⼀般項を求めるような基本的な問題
の解説を⾏い、⽣徒の理解度をチェック
する。⽣徒の理解度に応じて利息やロー
ンの具体的事象を交えながら説明を⾏
う。 
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レポートは、新規作成したデジタル
ノートにまとめさせる。その際、テ
キストふせんの他、Web 上で⾒つけ
た資料をリンクふせんやファイルふ
せんにしたり、⾃宅にある書籍をカ
メラふせんで撮影したりなど、様々
な⼯夫をするように促す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⾦融庁が公開している YouTube動画
「【⽣徒⽤】⾼校⽣のための⾦融リ
テラシー講座 ③「貯める・増や
す」〜資産形成」
(https://www.youtube.com/watch?v
=2-3dKSyaQoQ)の URLを貼り付
けたリンクふせんを授業⽀援機能機
能を⽤いて配布し、試聴を促す。 

 
 
 
 
 
 

まとめ・宿題 
授業内で取り扱った公式や解説した解法
をまとめて振り返りを⾏い、教科書や問
題集の該当範囲を宿題として課す。ま
た、⾃分がアルバイトやお⼩遣いなどで
得たお⾦に対して、授業で学んだ利息や
ローンの仕組みをどのように適⽤すれ
ば、資産形成できるかを考えるレポート
を課す。(例：⼿渡しでもらったお⼩遣
いを預⾦すれば 10 年後でどのくらいの
利息を得られるのか、など。) 
 
 
 
 
参考・補⾜ 
⾼校⽣のための⾦融リテラシー講座を共
有し、宿題に活⽤させる。 
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